
資料２
●主な人権教育・啓発事業内容一覧【12月末日時点で実施した事業の報告 ※一部11月末日時点あり】(共生推進室、人権教育室の事業のみ）

項目 事業・啓発名 概要・説明 時期 取組内容 実施報告等 所管課

1
本人通知制度の周
知・啓発

　就職差別や結婚差別などの
身元調査問題を背景に、個人
情報を不正取得から守るた
め、住民票の写しや戸籍謄本
などを代理人や第三者に交
付した場合に、本人通知制度
に登録した本人に交付したこ
とをお知らせする制度であ
る。

通年

　本人通知制度の制度周知及び登録につ
いて呼びかける啓発を実施
　・啓発チラシを自治会回覧（10/24）
　・イオン伊丹昆陽１階緑の広場デジタル
サイネージ掲載（12月1日～15日）
　・市民課封筒に当該制度を導入してい
ることについて掲載
　・市広報掲載（9/15号、3月号予定）
　・庁内デジタルサイネージ掲載
　・ポスター掲示（庁内・公共施設）
　・人権イベント時にチラシ配布　等

※11月末日現在
本人通知制度登録者数（総数）：
362人
　内、今年度新規登録者数：39人
　（未更新、転出、死亡などの減少
者数：46人）
　（参考：R6年度総数369人、内新
規登録者数62人）

同和・人
権・平和
課

2

インターネットモニ
タリング事業
（関連項目9
「STOP！ネットハ
ラメント」）

　インターネット上の人権侵
害事象の対応をするため、差
別的な書込みや投稿につい
てモニタリング（監視）し、削
除要請を実施する。
　解放盆踊り実行委員会や人
権フェスティバル実行委員
会、管理職昇任候補となる主
査級5年目の職員を対象とし
たモニタリング研修を実施す
る。

通年

【モニタリング】
　・2回/月・課
　・1時間程度/回
　・実施課：人権啓発センター/人権教育
室/同和・人権・平和課で実施

【研修】
　・解放盆踊り実行委員に実施
　・人権フェスティバル実行委員に実施
　・主査級（5年目）の職員に実施

【モニタリング】
発見件数：7件
削除要請件数：7件
削除件数：0件
　（参考：R6年度発見件数21件、
削除要請件数21件、削除件数2
件）

【各実行委員の研修(市職員以外)】
7/23：0人、10/8：1人
※各実行委員の市職員は全員が受
講済み

【主査級（5年目）の研修】
　44人

同和・人
権・平和
課
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資料２
●主な人権教育・啓発事業内容一覧【12月末日時点で実施した事業の報告 ※一部11月末日時点あり】(共生推進室、人権教育室の事業のみ）

項目 事業・啓発名 概要・説明 時期 取組内容 実施報告等 所管課

3
同性パートナーシッ
プ宣誓制度

　性の多様性の理解促進のた
め、互いを人生のパートナー
として協力し会い、支えあう
ことを市長に宣誓した同性
カップルに対し、市長がこれ
を証して受領証をお渡しする
制度である。

通年

　パートナーシップ制度周知及び制度利
用について呼びかける啓発を実施
　・庁内デジタルサイネージ掲載
　・ポスター掲示（庁内・公共施設）
　・人権イベント時にチラシ配布　等

【他市町との連携】
　・R3年4月6日　阪神7市1町連携協定
　・R5年4月1日　阪神・丹波9市1町連携
協定（新たに丹波市、丹波篠山市追加）
　・R6年1月1日　阪神・丹波・淡路10市1
町連携協定（新たに淡路市追加）
　・R6年4月1日　大阪・京都・兵庫「パー
トナーシップ制度自治体間連携ネット
ワーク」
　・R6年11月1日　「パートナーシップ制
度自治体間連携ネットワーク」、全国の各
自治体と連携拡大

累計宣誓組数：14組
返還等組数：4組
実宣誓組数：10組

同和・人
権・平和
課

4
犯罪被害者等支援
制度

　犯罪被害者支援のため、特
定犯罪被害者等が一日も早
く生活を再建できるよう、事
件直後に必要となる手持ち
資金への対応を含めた経済
的負担の軽減施策として、支
援金の給付を行う制度であ
る。
　犯罪被害者週間（11/25～
12/1）において、啓発イベン
ト「ホンデリング」を実施す
る。

通年

　犯罪被害者等支援制度周知及び制度利
用について呼びかける啓発を実施
　・啓発チラシを自治会回覧（10/24）
　・庁内デジタルサイネージ掲載
　・ポスター掲示（庁内・公共施設）
　・人権イベント時にチラシ配布　等
　・犯罪被害者週間にあわせ、FMいたみ
とケーブルテレビに出演し事業の周知啓
発

【ホンデリング】
　期間：11/17（月）～12/5（金）

制度利用者数
　・R7：2件
　（参考：R6は2件）

同和・人
権・平和
課
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資料２
●主な人権教育・啓発事業内容一覧【12月末日時点で実施した事業の報告 ※一部11月末日時点あり】(共生推進室、人権教育室の事業のみ）

項目 事業・啓発名 概要・説明 時期 取組内容 実施報告等 所管課

5
市民・職員向け人権
啓発研修会

　市民・職員の人権知識の深
化及び人権意識の向上を図
るため、様々な人権問題の現
状や課題などを学び、自分事
として捉えることができるよ
う実施する。

①10月30日
②1月23日

①　「性の多様性」の理解促進のための人
権啓発研修会を実施。
　・演題　「ありのままに自分らしく」互い
を認め合える学校園所をめざして～性の
多様性について考える～
　・講師　登日綱　勢津子さん（元宝塚市
立小学校長、LGBTQ+支援団体「ミリオ
ンベル＠たからづか事務局長）
　・会場　伊丹市立総合教育センター研修
室
  ・新任教職員、新任主査研修と連携

②　「同和問題」の正しい理解のための人
権啓発研修会を実施。
　・演題　「今なお残る部落差別を正しく
知るために」
　・講師　井上　和希（特定非営利活動法
人ヒューマン・ライツ・アドバンス・堺事務
局長）
　・会場　伊丹市立総合教育センター研修
室
 ・新任主任研修と連携

①参加者数：141人
　（内訳：市民11人、新任教職員74
人、新任主査45人、受講希望職員
11人）

②参加者数：未実施

同和・人
権・平和
課

6
人権週間啓発ポス
ター

　人権週間の周知・啓発を図
るため、小・中学生が作成し
た人権ポスターに、人権週間
に合わせて実施する人権に
関するイベントを記載したポ
スターである。

10月

　・12/4～12/10の人権週間に合わせ
て、事業内容をまとめた人権ポスターを
作成・周知
　・学校園へ配布
　・市内公共施設に配布

―

同和・人
権・平和
課
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資料２
●主な人権教育・啓発事業内容一覧【12月末日時点で実施した事業の報告 ※一部11月末日時点あり】(共生推進室、人権教育室の事業のみ）

項目 事業・啓発名 概要・説明 時期 取組内容 実施報告等 所管課

7 人権啓発パネル展

　人権問題の現状や課題など
を知ることができるよう、
様々な人権問題に関する啓
発パネルを展示し、「知る」
「学ぶ」のきっかけとなるよう
実施する。

①5月20日～
5月29日

②10月25日～
11月4日

③12月2日～
12月12日

　様々な人権問題をパネル化して啓発
①場所：ことば蔵　１階フロア
「人権擁護委員の日」特設人権相談窓口
と合わせて実施
②場所：人権啓発センター（人権フェス
ティバルパネル展）
③場所：ことば蔵　１階フロア
小・中学生の人権ポスター・標語も併せて
展示、「人権週間」特設人権相談窓口」と
合わせて実施

※③人権週間にあわせ、FMいたみと
ケーブルテレビに出演し事業の周知啓発

―

同和・人
権・平和
課

8
人権啓発冊子「人
権ってなぁに？」一
部改訂

　人権問題の現状や課題など
を知ることができるよう、
様々な人権問題の現状や課
題、相談先などをわかりやす
く、簡潔にまとめた啓発冊子
である。 5月

　様々な人権問題等を分かりやすくまと
めた人権啓発冊子を広く市民に周知し活
用してもらうよう啓発
　・記載内容を追記・修正し、一部改訂
　・作成部数：500部
　・イベント時に配布
　・人権週間にあわせ、FMいたみとケー
ブルテレビに出演し周知啓発　など

―

同和・人
権・平和
課

9
人権啓発資料
「STOP！ネットハ
ラスメント」作成

　インターネット上の人権侵
害防止を図るため、書き込む
際の注意すべき５項目を記し
た他、ネット差別の事例や相
談先などイラストを用いて分
かりやすく、簡潔にまとめた
啓発資料である。

通年

　インターネット上の人権侵害防止を図る
ための啓発資料作成、様々な機会を通じ
て市民に活用してもらうよう啓発。
　・市内公共施設に配布
　・イベント時に配布
　・人権週間にあわせ、FMいたみとケー
ブルテレビに出演し周知啓発　など

―

同和・人
権・平和
課
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資料２
●主な人権教育・啓発事業内容一覧【12月末日時点で実施した事業の報告 ※一部11月末日時点あり】(共生推進室、人権教育室の事業のみ）

項目 事業・啓発名 概要・説明 時期 取組内容 実施報告等 所管課

10
人権啓発資料（リー
フレットやチラシ）の
お知らせ

　市民等に広く活用していた
だくために、同和・人権・平和
課作成の人権啓発資料を一
覧的にまとめた啓発資料で
ある。 通年

　広く市民に活用してもらうために啓発
　・啓発チラシを自治会回覧（5/25）
　・庁内デジタルサイネージ掲載
  ・イオン伊丹昆陽１階緑の広場デジタル
サイネージ掲載（12月16日～31日）
　・ポスター掲示（庁内・公共施設）

―

同和・人
権・平和
課

11 わいわい交流会！

　外国人の居場所づくり、ま
た日本人住民に対しては多
文化共生の啓発を目的とし
た交流会事業。外国人と日本
人双方が参加する日本語を
使った交流会である。

5月18日

　外国人と日本人が参加し、日本語を
使った交流会を実施。
　5月１8日（日）13：30～16：00（於：こ
とば蔵にて）

参加者　日本人14人、外国人20
人

同和・人
権・平和
課

12
日本語ボランティア
養成講座

　日本語学習支援者を養成す
るための講座として、「やさし
い日本語」と「在留資格」の市
民向け講座を実施する。

①10月19日
②11月30日

　①10月19日（日）「やさしい日本語の講
座」（於：ことば蔵にて）
　②11月30日（日）「在留資格のキソ知
識」（於：ことば蔵にて）
　・いずれも13：30～15：45
　多文化共生のために、広く市民の方に
参加いただける内容として実施した。

参加者
①10月19日（日）：日本人11人、
外国人7人
②11月30日（日）：日本人14人、
外国人10人

同和・人
権・平和
課
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資料２
●主な人権教育・啓発事業内容一覧【12月末日時点で実施した事業の報告 ※一部11月末日時点あり】(共生推進室、人権教育室の事業のみ）

項目 事業・啓発名 概要・説明 時期 取組内容 実施報告等 所管課

13 日本語教室

　外国人住民が、「生活のた
めの日本語」を習得するため
の日本語教室。市民団体（伊
丹ユネスコ協会ならびに伊丹
市国際・平和交流協会との共
催で実施している。

通年

　・伊丹ユネスコ協会「日本語教室」毎週
土曜日の9：30～11：30、東リいたみ
ホール等にて
　・伊丹市国際・平和交流協会「日本語学
習サロン」毎週火曜日19：00～20：
30、スワンホールにて
　・伊丹市国際・平和交流協会「日本語教
室」毎週木曜日9：40～11：40、伊丹市
立図書館「ことば蔵」にて

―

同和・人
権・平和
課

14

日本語教室子ども
向け拡充事業

教室名：伊丹ユネス
コ日本語子ども広
場「ぐんぐん」

　外国につながりのある児童
（小学生）を対象とした日本
語教室を開設し、日本語や教
科学習を支援する活動及び
交流を行い、問題を抱えてい
る児童及び保護者の不安解
消や新たな居場所の提供、生
活収集や社会とつながる場
所とすることにより、多文化
共生社会の実現につなげる。

※外国につながりのある児
童とは、外国籍の児童や帰国
子女などのことで、日本語や
日本語での学習に支援が必
要なことがあります。

前期：8/23～
10/11（計5回）
後期：1/10～
2/7（計5回）

　伊丹ユネスコ協会への委託事業。
　伊丹ユネスコ協会が主催する日本語教
室内で、「外国につながりのある児童（小
学生）」を対象に、日本語や日本語での学
習、及び交流をする。
　校長会で学校長に事業説明、個人懇談
にて対象保護者に事業案内を実施。
　後期は、令和8年4月で新１年生になる
年長を対象に、「体験・見学会」を実施。

前期：児童実数３名 同和・人
権・平和
課
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資料２
●主な人権教育・啓発事業内容一覧【12月末日時点で実施した事業の報告 ※一部11月末日時点あり】(共生推進室、人権教育室の事業のみ）

項目 事業・啓発名 概要・説明 時期 取組内容 実施報告等 所管課

15 外国人相談窓口

　外国人の生活等の相談対
応のため、タブレット端末や
翻訳機を使用しての相談対
応を行う。 通年

　外国人の生活等の相談対応として、タ
ブレット端末を用いたテレビ電話通訳シ
ステム、AI翻訳機を使用した対応。

相談件数：76件
※12月末時点

同和・人
権・平和
課

16
ホームページ自動翻
訳サービス

　自動翻訳サービスを用い
て、市ホームページを多言語
化（対象言語：英語、韓国語、
中国語（簡体字・繁体字） 通年

　自動翻訳サービスを用いて、市ホーム
ページを多言語化（対象言語：英語、韓国
語、中国語（簡体字・繁体字）、ベトナム
語、ネパール語

アクセス件数：1,127件
※11月末時点

同和・人
権・平和
課

17
平和パネル展・講演
会

　戦争の恐ろしさや平和の尊
さについて改めて考える機
会とするため、平和をテーマ
にしたパネル展・講演会を実
施する。

（パネル展）
7月29日～
8月3日
（トークイベント）
8月2日

　パネル展：「山下静夫　シベリア抑留
1450日の記憶と記録」
　トークイベント：「父から語り継がれたシ
ベリア抑留の記憶」
　・場所：ことば蔵　１階ギャラリー　及び
　　　　　　多目的室１

パネル展来場者数：1,708人
トークイベント参加者数：36人

同和・人
権・平和
課

18
国際平和デーカリヨ
ン演奏会

　伊丹市の国際姉妹都市であ
るベルギー王国ハッセルト市
から、友好のシンボルとして
寄贈されたフランドルの鐘
（カリヨン）を活用した演奏を
実施する。

9月21日

　国際平和を記念、推進していく日とし
て、この日を祝うとともに、世界の停戦と
非暴力を全ての国と人々に働きかけてい
く。
　・演奏者　中村和代さん（日本ベイアー
ルド・カリヨン協会）

参加者数：35人 同和・人
権・平和
課

19
人権教育指導員派
遣

　幼児期の教育、学校教育な
らびに家庭・地域・社会教育
において、人権教育・啓発の
推進と人権尊重の意識の高
揚を図るための指導助言に
あたるため、市から委嘱をさ
れた指導員を研修会に派遣
する制度である。

通年

　学校、地域、企業等からの依頼により、
人権教育指導員を人権研修等に派遣し、
人権教育・啓発の推進について必要な指
導・助言を実施。

令和7年度（12月末時点）
派遣回数：4３回
研修会参加者総数：2,４４６人

人権教
育室
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資料２
●主な人権教育・啓発事業内容一覧【12月末日時点で実施した事業の報告 ※一部11月末日時点あり】(共生推進室、人権教育室の事業のみ）

項目 事業・啓発名 概要・説明 時期 取組内容 実施報告等 所管課

20 人権啓発推進委員

　地域における様々な人権課
題の啓発を推進するため、市
から委嘱をされた推進委員
が、様々な人権課題を研修
し、各小学校区において人権
啓発活動を行う制度である。

通年

　地域や学校とのつながりを深め、その
中で、様々な人権課題について、講師を
招いたり、人権啓発DVDを活用した研修
会を開催する。また、講演会等に参加を
し、自らの人権意識や感覚を養っていく。

令和7年度
各校区における人権研修会の実施、差
別を許さない都市宣言制定記念市民
集会への参加
令和７年度（１2月末時点）
各校区人権研修会開催回数：４回
延べ参加人数：１３１人

人権教
育室

21
伊丹市人権・同和教
育研究協議会支援
事務

　市民団体である「伊丹市人
権・同和教育研究協議会」の
人権課題解消に向けた活動
を支援する。 通年

　住みやすいまちづくりを目指し、誰もが
差別しない、差別されない人権意識の高
揚や人権感覚を養うための啓発や学習
会、研修会を実施している。

全体研修会は終戦８０年平和都市
宣言３５周年映画「ラーゲリより愛
を込めて」上映会と兼ねて実施
参加人数：９５０人

各部会における研修会の開催

人権教
育室

22
人権週間記念作文・
ポスター募集

　人権作文やポスターの表現
活動を通して、人権尊重の重
要性、必要性の理解を深める
とともに、人権感覚を身につ
けるために、作品の募集をす
る。

６月～9月

　市内小・中学生を対象に、人権作文と人
権ポスターの募集を行い、優秀作品の表
彰、人権作文集を活用した授業での取組
を進める。

人権作文　小：６１７編
　　　　　　　中：４，１３５編
ポスター　小：１４１点
　　　　　　 中：３３１点

人権教
育室

23 人権啓発標語募集

　人権課題について教育・啓
発活動を進める中で、市民か
ら市民への呼びかけとなる
人権啓発標語を募集する。 ６月～9月

　伊丹市内在住・在勤の15歳以上の方を
対象に、人権啓発標語の募集を行い、優
秀作品の表彰を行う。

市民、学校園所、企業、市役所、高
校生　３，７９３点

人権教
育室

24
男女共同参画ネット
ワーク会議

　市内事業者・団体の参加者
相互の交流を図り、職場にお
ける男女共同参画・女性活躍
を推し進める会議である。 10月

　啓発冊子　「働く場所における男女共同
参画についての企業事例集」による啓発
を実施した。また、事業者と行政、関係団
体の情報共有や意見交換を実施した。

・啓発冊子を1,500部発行。兵庫
県下の大学・短期大学（約50ヶ所）
に郵送するとともに、市内公共施
設への配架等を行った（5月）。
・テーマを設定し、ワークショップ形
式による意見交換を行った。

男女共
同参画
課
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25
男女共同参画啓発
パネル展

　『男女共同参画社会』の実
現のために、男女共同参画に
関する啓発パネルを展示し、
市民に広く啓発・周知を行
う。 6月

　日本の育児やアンコンシャス・バイアス
（無意識の思い込み・偏見）等のパネルを
作成し、市内公共施設やイオンモールで
展示を行い、市民に広く周知した。

実施場所：イオンモール伊丹、イオ
ンモール伊丹昆陽、きららホール、
ラスタホール、男女共同参画セン
ターここいろ

男女共
同参画
課

26
男女共同参画セン
ター相談事業

　男女共同参画の推進を図る
ため、男女共同参画センター
ここいろにおいて、専門の相
談員により、各種相談を実施
する。

通年

　様々な悩みに関する相談に対応するた
め、各種相談を実施。
「女性のための悩み電話相談」
「女性のための法律相談」
「女性のためのカウンセリング」
「就労支援相談」
「女性のためのチャレンジ相談」
「セクシャルマイノリティ相談」
「男性のための悩み電話相談」

相談件数（11月末時点）
・女性のための悩み電話相談:82
件
・女性のための法律相談:21件
・女性のためのカウンセリング：
156件
・就労支援相談：15件
・女性のためのチャレンジ相談：20
件
・セクシャルマイノリティ相談：30
件
・男性のための悩み電話相談：23
件

男女共
同参画
課

27 デートDV講演会

　　デートＤＶと非暴力を考え
る学びの機会の提供として、
学校等における教育・啓発の
推進する。

５月・６月

　女性支援団体と連携して、市内高等学
校（伊丹高等学校・阪神昆陽高等学校）に
おいて、デートDV講演会を実施した。

受講者総数　1,314名 男女共
同参画
課

28
DV・性暴力防止啓
発パネル展

　　「女性に対する暴力をなく
す運動」に基づき、市民への
DV・性暴力の啓発を推進す
るために市内公共施設にお
いて、啓発パネル展を展示す
る。

11月～12月

　DV・性暴力防止啓発のパネルを作成
し、市内公共施設やイオンモールで展示
を行い、市民に広く周知した。

実施場所：イオンモール伊丹、イオ
ンモール伊丹昆陽、きららホール、
ラスタホール、男女共同参画セン
ターここいろ

男女共
同参画
課

9 / 9 ページ


